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１．教員養成の目標及び計画 

 

文化学園大学(以下「本学」という)は「『新しい美と文化の創造』を建学の精神とし、学校教育法の定

めるところにより、広く知識を授け深く専門の学芸を教授研究するとともに、社会に貢献し得る知的・

道徳的及び応用的能力を持った有能な人材を育成することを目的とする」と大学学則第1章第1条に

定め、第3条に各学部学科の人材養成目的をより具体的に規定している。 

これを基に、教育方針及び教育上の理念・目的及び養成する人材像が教職課程における教員養成の

ための教学目標に合致するとの観点から、服装学部ファッションクリエイション学科、ファッション社会

学科(中学校・高等学校教諭一種免許状(家庭))、造形学部デザイン・造形学科(中学校・高等学校教諭

一種免許状(美術))に教職課程を設置している。  

服装学部ファッションクリエイション学科は学則第５条第1項第1号に「服装学の基礎技術教育と造形・

デザイン等の各分野の専門教育を通じて、広く社会やアパレルを中心とするファッション産業界におい

て指導的役割を果たす専門的知識と技術を備えた人材を育成」することを、ファッション社会学科は同

第1項第2号に「服装を総合的にとらえるために人文学、社会科学等の幅広い分野の教育研究を通じ

て、課題探求能力及び創造性に富む人材を育成」することを目的としている。 

造形学部デザイン・造形学科は同第2項第1号に「デザインや造形に関わる感性豊かな教育研究を通じ

て、専門家並びに社会人として生活の質の向上に貢献できる人材を育成」することを目的としている。 

「高等学校教諭専修免許状(家庭)」の教職課程を設置している大学院生活環境学研究科被服学専攻

は、大学院学則第５条第1項第2号で「服装学部の教育研究を基礎に、より専門的かつ高度な知識・技術

を習得し、研究方法を体得することを通じて、服装の教育研究分野における研究者、並びに、アパレル産

業分野で活躍する高度な専門的知識を持った人材の育成」を目的としている。 

以上のことにより、本学の教職課程において目指す教師像の共通キーワードを、高い専門性(知識・見

識・技能)、生徒(人間) 理解、伝える力(コミュニケーション能力)の三つと捉え、これらを備える教員を養

成することが教職課程の目標である。 
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４年間の計画 

 
４年間を通して、各学年では主に以下の点を目的に据え、カリキュラムを展開している。１年次では、教

職の意義と教育学の基礎理論に関する理解を深め、教員としての使命感や責任感を育成する。２年次で

は、教育や教師像についてより幅広い視点から捉え、教育の諸概念の理解を深化させる。３年次では、学

部・学科の専門性を活かした教科教育の実践的指導の基礎と、教育現場を見据えた学習指導の習得に取

り組む。最終学年となる４年次では、教育実習を通じた実践的な学びを基に自らの課題を抽出し、専門性

を備えた教員としての資質・能力を確かなものとする。 

 

学年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

目的 
教職の意義と 

基礎的理解 

教職及び教育実践への

幅広い視点と理解深化 

専門分野を活かした

教科教育の 

実践的指導力 

教科指導力の課題分析と

教師の資質・能力の醸成 

４月 教職課程ガイダンス   

教育実習希望届提出 

教育実習履修審査 

第１回教職課程ホーム 

ルーム 

  

５月 
第１回教職課程ホーム 

ルーム 

教職課程履修申込書提出 

第１回教職課程ホーム 

ルーム 

介護等体験説明会② 

  教育実習開始 

教職課程履修ノート提出 

６月   

介護等体験事前教育 

（外部講師による講義） 

介護等体験（社会福祉施

設 5 日間・特別支援学校

2 日間） 

  
第１回教職課程ホーム 

ルーム 

10 月 

第２回教職課程ホームルーム   

教職課程交歓会 

教職課程履修ノート提出 

  教員採用試験対策講座申込   

11 月 文化学園大学・教職研究会 

１月 
第３回教職課程ホームルーム   

介護等体験説明会①      

２月 介護等体験申込   

教育実習集中事前教育 

（外部講師による講

義、文化学園大学杉並

中学校・高等学校学習

会） 

教職実践演習（中・高） 

成果発表会 

第２回教職課程ホーム 

ルーム 

３月   
教育実習希望校事前相談

開始 
  

卒業式 

教員免許状授与 
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 2025年度

２．教員の養成に係る組織及び教員数

教職課程専門委員会

＊教員の業績等については「教員紹介」をご覧ください。

教員の養成に係る教員数

単位：人

免許状種類 教授 准教授 助教 計

高専免（家庭） 7 4 0 11

中・高一種免（家庭） 4 9 11 24

中・高一種免（美術） 6 7 4 17

中・高一種免
（家庭、美術）

1 1 0 2

計 20 24 15 59 59 人（のべ含む）

教員名 担当科目

委員長 白石　一徳
美術科教育法Ⅰ・Ⅱ 教育実習 教職演習

教職実践演習（中・高）

副委員長 五十嵐　清子
家庭科教育法Ⅰ・Ⅱ 家庭科教育演習 教育実習

教職演習 教職実践演習（中・高） 調理学・調理実習

北浦　肇 教師論

加茂　幸子 立体基礎A・C アートワークA

森谷　直樹 教育方法 スポーツ演習 保育学

栗山　丈弘 教職実践演習（中・高） 教育制度（教育法規を含む）

書記 中島　敬子 食物学 調理学・調理実習

田辺　里枝子 食品・栄養学 食品・栄養学実験

教育職員免許法第５条
別表第１に定める科目

教科に関する科目

教科及び教科の指導法
に関する科目

教育の基礎的理解に
関する科目

中・高一種免
（家庭、美術）

3 0 5

教育職員免許法施行規
則第66条の6に定める

科目

　　　全教員数　147人

2
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 ３．教員養成に係る授業科目

必 修 選 択

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ特論Ⅰ 2  柚本（倉島）玲教授

　 　 山岸

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ特論Ⅱ 2 米山雄二教授

　 　 （柚本（倉島）玲教授）

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ特論演習 1 （米山雄二教授）

　 　 （柚本（倉島）玲教授）

小林（木俣）未佳准教授

ﾌｧｯｼｮﾝﾃｷｽﾀｲﾙ特論実験 1 （米山雄二教授）

（柚本（倉島）玲教授）

（小林（木俣）未佳准教授）

服装機能学特論Ⅰ 2 佐藤真理子教授

佐藤　浩信教授

服装機能学特論Ⅱ 2 （佐藤真理子教授）

服装機能学特論演習 1 （佐藤真理子教授）

服装機能学特論実験 1 （佐藤真理子教授）

（柚本（倉島）玲教授）

服装社会・文化特論Ⅰ 2 田中(古舘)里尚教授

服装社会・文化特論Ⅱ 2 申恩泳教授

服装社会・文化特論演習Ⅰ 1 (田中(古舘)里尚教授)

岡林誠士准教授

服装社会・文化特論演習Ⅱ 1 （申恩泳教授）

工藤雅人准教授

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ特論Ⅰ 2 小松浩一教授

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ特論Ⅱ 2 （小松浩一教授）

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ特論演習Ⅰ 1 （小松浩一教授）

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ特論演習Ⅱ 1 （小松浩一教授）

服装造形学特論 2 平良木啓子准教授

服装社会学特論 2 ハン

服装史特論 2 石上

＊1 授業科目の内容については「Ｗｅｂシラバス」をご覧ください。

＊2 担当教員名が空欄の場合は非常勤講師です。

教 科 に 関 す る 科 目(大学が独自に設定する科目)

所　　　属 免許状種類

大学院
生活環境学研究科
被服学専攻

高専免（家庭）

授業科目
単 位 数

担当教員名
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学科等

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲｼｮﾝ学科

専任教員

必 選 学校
種

学
科

氏名・職名

家族関係学 2 同

服装学概論 2
中・高
（家庭） 同 砂長谷　由香教授

柳田　佳子教授

ファッション造形学Ⅰ 2
中・高
（家庭） 同 亀谷　英杏准教授

井口　彰子准教授

米本　秋子助教

寺嶋　朋子准教授

尾形　恵助教

吉野　真由子助教

加々美　真由助教

ファッション造形学実習AⅠ 2
中・高
（家庭） 同 （井口　彰子准教授）

(亀谷　英杏准教授)

（吉野　真由子助教）

（米本　秋子助教）

陳　徴助教

（寺嶋　朋子准教授）

（尾形　恵助教）

（加々美　真由助教）

和裁Ⅰ 2
中・高
（家庭） 同 管野　絢子助教

被服管理学 2 中・高
（家庭） 同 角田　薫准教授

時田　直恵助教

食物学 2
中・高
（家庭） 同

食品・栄養学 2
中・高
（家庭） 同

食品・栄養学実験 2
中・高
（家庭） 同

調理学・調理実習Ⅰ 2
中・高
（家庭） 同 （五十嵐　清子准教授）

調理学・調理実習Ⅱ 2
中・高
（家庭） 同 （五十嵐　清子准教授）

住居学 2
中・高
（家庭） 同

保育学 2
中・高
（家庭） 同

家庭科教育法Ⅰ 4 他 五十嵐　清子准教授 服装学部共通開設科目

家庭科教育法Ⅱ 4 他 （五十嵐　清子准教授） 服装学部共通開設科目

家庭科教育演習 1 他 （五十嵐　清子准教授） 服装学部共通開設科目

＊1 授業科目の内容については「Ｗｅｂシラバス」をご覧ください。
＊2 担当教員名が空欄の場合は、兼担教員または非常勤講師です。

履修
方法

教科及び教科の指導法に関する科目

学部
認定を受けている免許状の種類

（免許教科）

服装学部 中・高一種免（家庭）

科目区分 各科目に含めることが必要な事項 授業科目

単位数
共通
開設

保育学

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

家庭経営学
（家族関係学及び家庭経済学を含む。）

家庭経営学
（家庭経済を含む）

教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合
わせた内容に係る科目

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

同

中・高
（家庭）

被服学（被服実習を含む。）

食物学
（栄養学、食品学及び調理実習を含む。）

住居学

2 中・高
（家庭）
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学科等

ﾌｧｯｼｮﾝ社会学科

専任教員

必 選 学校
種

学
科

氏名・職名

家族関係学 2 中・高
（家庭）

同 熊谷（登坂）　伸子教授

服装社会学 2 中・高
（家庭）

同 工藤　雅人准教授

アパレル設計演習 2 中・高
（家庭）

同 千葉　悦子教授

野沢　さおり准教授

井上　昌恵准教授

渡部　薫助教

木全　秀美助教

アパレル生産演習 2 中・高
（家庭）

同 (千葉　悦子教授)

(野沢　さおり准教授)

(井上　昌恵准教授)

(渡部　薫助教)

(木全　秀美助教)

アパレル設計・生産実習Ⅰ 2 中・高
（家庭）

同 (千葉　悦子教授)

(野沢　さおり准教授)

(井上　昌恵准教授)

(渡部　薫助教)

(木全　秀美助教)

アパレル設計・生産実習Ⅱ 2 中・高
（家庭）

同 (千葉　悦子教授)

(野沢　さおり准教授)

(井上　昌恵准教授)

(渡部　薫助教)

(木全　秀美助教)

和裁 2 中・高
（家庭）

同 関口（原） 光子助教

被服科学 2 中・高
（家庭）

同

食物学 2 中・高
（家庭）

同 中島　敬子准教授

食品・栄養学 2 中・高
（家庭）

同 田辺　里枝子助教

食品・栄養学実験 2 中・高
（家庭）

同 （田辺　里枝子助教）

調理学・調理実習Ⅰ 2 中・高
（家庭）

同 （中島　敬子准教授）

（五十嵐　清子准教授）

調理学・調理実習Ⅱ 2 中・高
（家庭）

同 （中島　敬子准教授）

（五十嵐　清子准教授）

住居学 2 中・高
（家庭）

同

保育学 2 中・高
（家庭）

同 森谷　直樹准教授

家庭科教育法Ⅰ 4 他 五十嵐　清子准教授 服装学部共通開設科目

家庭科教育法Ⅱ 4 他 （五十嵐　清子准教授） 服装学部共通開設科目

家庭科教育演習 1 他 （五十嵐　清子准教授） 服装学部共通開設科目

＊1 授業科目の内容については「Ｗｅｂシラバス」をご覧ください。
＊2 担当教員名が空欄の場合は、兼担教員または非常勤講師です。

中・高
（家庭）

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

同

被服学（被服実習を含む。）

食物学
（栄養学、食品学及び調理実習を含む。）

住居学

保育学

教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせ
た内容に係る科目

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

家庭経営学
（家族関係学及び家庭経済学を含む。）

家庭経営学
（家庭経済を含む）

2

科目区分 各科目に含めることが必要な事項 授業科目

単位数
共通
開設 履修

方法

教科及び教科の指導法に関する科目

学部
認定を受けている免許状の種類

（免許教科）

服装学部 中・高一種免（家庭）
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学科等

デザイン・造形学科

専任教員

必 選 学校
種

学
科

氏名・職名

平面基礎Ａ 2 中・高
（美術）

同 嘉松　聡教授

デッサン 4 中・高
（美術）

同 安高　信一教授

北岡　竜行准教授

（嘉松　聡教授）

平面基礎Ｂ 2 中・高
（美術）

同 （安高　信一教授）

アートワークＡ
中・高
（美術）

同 （安高　信一教授）

澤田　志功教授

（嘉松　聡教授）

加茂(新井）幸子准教授

（北岡　竜行准教授）

写真・映像実習 2 中・高
（美術）

同 竹浪　あきら

立体基礎Ａ 2 中・高
（美術）

同 （澤田　志功教授）

（加茂(新井)幸子准教授）

松村　由樹子准教授

立体基礎Ｃ 2 中・高
（美術）

同 （澤田　志功教授）

（松村　由樹子准教授）

（加茂(新井）幸子准教授）

デザイン概論 2 中・高
（美術）

同

色彩学 2 中・高
（美術）

同 大澤　かほる教授

基礎デザインＡ 2 中・高
（美術）

同

基礎デザインＢ 中・高
（美術）

同

コンピュータグラフィックス演習 2 中・高
（美術）

同

テキスタイルワークＡ 瀬藤　貴史准教授 中免のみ

岡本（伊藤）泰子教授

森田　和子助教

ｼﾞｭｴﾘｰ･
　ﾒﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎実習

藤澤　英恵助教 中免のみ

水谷　奈央助教

工芸論 春田　幸彦教授 中免のみ

（森田　和子助教） 中免のみ

（岡本（伊藤）泰子教授）

荒井　知恵准教授

黒沼　麻帆助教

吉川ちひろ（樋口千尋）准教授

中免のみ

古美術論 2 中・高
（美術）

同 （澤田　志功教授）

造形表現論 2 中・高
（美術）

同 （嘉松　聡教授）

美術科教育法Ⅰ 中・高
（美術）

同 白石　一徳准教授

美術科教育法Ⅱ 中・高
（美術）

同 （白石　一徳准教授）

＊1 授業科目の内容については「Ｗｅｂシラバス」をご覧ください。
＊2 担当教員名が空欄の場合は、兼担教員または非常勤講師です。

履修
方法

教科及び教科の指導法に関する科目

学部
認定を受けている免許状の種類

（免許教科）

造形学部 中・高一種免（美術）

科目区分 各科目に含めることが必要な事項 授業科目

単位数
共通
開設

彫刻

デザイン（映像メディア表現を含む。）

工芸

これらより
２単位以上
選択必修

（松村　由樹子准教授）

造形と素材
（ソフトマテリアル） 2

造形と素材
（ハードマテリアル） 2

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

絵画（映像メディア表現を含む。）

美術理論・美術史
（鑑賞並びに日本の伝統美術及びアジアの美
術を含む。）

教科及び教科の指導法に関する科目における複数の
事項を合わせた内容に係る科目

各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）
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学部 学科等

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲｼｮﾝ学科

ﾌｧｯｼｮﾝ社会学科

造形学部 デザイン・造形学科

科目区分 必 選 氏名・職名

教育原論 2

（教育課程を含む）

教師論 2 北浦　肇 教授

教育制度 2

（教育法規を含む）

教育心理学 2

特別支援教育概論 2

道徳教育指導論 2 中免のみ

教育方法 2 森谷　直樹 准教授

情報通信技術の活用 1

菊住　彰 教授

教育実習 4 (白石　一徳 准教授)

（五十嵐　清子 准教授）

教育実習 2 (白石　一徳 准教授) 高免のみ

（五十嵐　清子 准教授）

教職演習 1 (白石　一徳 准教授)

（五十嵐　清子 准教授）

教職実践演習（中・高） 2 （五十嵐　清子 准教授）

(白石　一徳 准教授)

栗山　丈弘 准教授

＊1 授業科目の内容については「Ｗｅｂシラバス」をご覧ください。

＊2 担当教員名が空欄の場合は、兼担教員または非常勤講師です。

教育の基礎的理解に関する科目

教育課程
を変更す
る学科等

認定を受けている免許状の種類
（免許教科）

服装学部 中・高一種免（家庭）

中・高一種免（美術）

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴史及
び思想

・教育課程の意義及び編成
の方法（カリキュラム・マネジ
メントを含む)　含む

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営
的事項（学校と地域との連携及び学校
安全への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童及
び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。）

進路指導及びキャリア教育の理論及び
方法

道
徳

、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導

、
教
育
相
談

等
に
関
す
る
科
目

道徳の理論及び指導法

特別活動の指導法

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の理論及
び方法

免許法施行規則に定める科目区分等

各科目に含める必要事項

生徒指導の理論及び方法
生徒指導・教育相談
(進路指導及びｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞに
関する基礎的な知識を含む）

4

・教育相談(進路指導及びｶｳ
ﾝｾﾘﾝｸﾞに関する基礎的な知
識を含む）の理論及び方法
・進路指導及びキャリア教育
の理論及び方法　含む

教育相談（カウンセリングに関する基礎
的な知識を含む。）の理論及び方法

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

教育実習

教育実習、
事前・事後の指導含む

学校体験活動

教職実践演習

履修方法

専任教員
共通
開設

単位数

授業科目
学校
種

2特別活動の指導法
（総合的な学習の時間の指導
法含む）

総合的な学習の時間の指導法 特別活動の指導法　含む
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必 修 選 択

日本国憲法 2 小川　有希子講師

スポーツ演習 2 森谷　直樹准教授

英語コミュニケーションⅠ 2

コンピュータ概論 2

教育職員免許法施行規則 第６６条の６に定める科目

所属 免許状種類

服装学部ファッションクリエイション学科

中・高一種免（家庭）

服装学部ファッション社会学科

造形学部デザイン・造形学科 中・高一種免（美術）

免許法施行規則に
定める科目区分

授 業 科 目
単 位 数

担 当 教 員 名 備考

日本国憲法

体育

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

＊1 授業科目の内容については「Ｗｅｂシラバス」をご覧ください。

＊2 担当教員名が空欄の場合は、兼担教員または非常勤講師です。
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2025年6月現在

４．教員免許状取得者数（科目等履修生含む） ・教員への就職状況

正規採用 臨時的任用 正規採用 臨時的任用 正規採用

高専免（家庭）
大学院
生活環境学研究科
被服学専攻

0 1 ― ― 0

服装学部
ファッションクリエイション学科

1 0 1 1 0

服装学部
ファッション社会学科

1 0 0 2 1

中・高一種免（美術）
造形学部
デザイン・造形学科

6 （3） 1 0 1 0 12 （3） 2 2 （2）

計 19 （3） 3 1 2 3 21 （3） 3 2 （2）

※（　）内男子学生数（内数）

6

22

1 0

臨時的任用

0

0

0

取得者数

1

6

2

中・高一種免（家庭）

11 12

1 4

単位：人

免許状種類 所属
２０２２年度 ２０２３年度

取得者数 取得者数

２０２４年度
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５．教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組み 

 

（１）教職課程ホームルーム及び教職課程交歓会の実施 

「教職課程ホームルーム」は、各学年の目的・目標に基づいた履修の心構えや、介護等体験及

び教育実習に関する諸手続き等の指導を行うと同時に、学生にとって教職に対する意欲向上や

学生間の交流が深まる場となっている。 

また、「教職課程交歓会」では、介護等体験や教育実習、各学科の専門的な学びとの両立に対

する実体験に基づくアドバイスを先輩から直接聞くことができるため、自身の適性と向き合い履

修継続の意思確認のための機会として機能している。  

 

（２）教職課程履修ノート及び教職課程履修カルテの活用 

「教職課程履修ノート」は教職課程の学びを学生に記録させることで、学生自身が教職に就く

ことの意識を確認するとともに、教職に関する自己の課題を発見し、それらについて考え行動す

ることを目的としている。 

また、「教職課程履修カルテ」は「教職に関する専門科目」を担当する教員が履修学生の学修

における具体的な傾向や特徴を記述している。４年次「教職実践演習（中・高）」での活用が主な

目的であるが、学生個々の学びの傾向と成果が把握できるため、学生の適性や資質に応じた

指導にも活用している。 

 

（３）特別講師による講義等 

介護等体験（２年次）の研究の一環として事前教育を行っており、「社会福祉施設における体

験」として東京都社会福祉協議会の講師による講義・ガイダンスや「特別支援学校における介護

等体験」と題して、東京都内特別支援学校教諭による講義・講演を実施している。 

教育実習事前指導の一環として、３日間の教育実習集中事前教育を行っている。特別講師に

よる講座として、「教育実習生の礼法」（ビジネスマナー講師）、「中学校家庭科の指導」（中学校

家庭科教諭）、「中学校美術科の指導」（中学校美術科教諭）「高等学校家庭科の指導」（高等学校

家庭科教諭）、「高等学校美術科の指導」（高等学校美術科教諭）、「公立中学校の学校運営と生

徒指導」（東京都中学校校長）、「中学生・高校生の生徒指導の現状」（東京都教育庁指導部指導

主事）を設けている。 

 

（４）文化学園大学杉並中学校・高等学校との連携 

本学附属の文化学園大学杉並中学校・高等学校と連携し、学校現場体験の一環として教育実

習集中事前教育における学習会や授業見学を実施している。 

 

（５）文化学園大学・教職研究会（教職に就いている卒業生の会）との連携 

教職卒業生による研究会を年１回開催し、情報交換や教科指導研修、講演会を実施している。

在学生も参加し、実際の教育現場における指導法等貴重な学修の機会となっている。教職卒業

生との連携により、本学授業・講義等の特別講師として協力いただいている。 
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